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～はじめに～ 

古都鎌倉の歴史遺産は、平成4年に日本国政府が作成した「世 

界遺産条約文化遺産暫定一覧表（暫定リスト）」 に「古都鎌倉の 

寺院・神社ほか」 として登載されています。 

鎌倉市では、平成8年度から市の総合計画に「世界遺産一覧表 

への登載の要請」 を掲げ、地元としての準備を進めてまいりまし 

た。平成11年1月からは、神奈川県教育委員会と共同で「古都 

鎌倉の世界遺産登録検討連絡会議」 を設置し、登録推進に向けた 

検討を進めています。 

今回の発掘調査は、古都鎌倉の歴史遺産を特徴づける防衛性や 

都市開発の跡を示すとされる鎌倉の周囲を取り巻く山稜部にある 

中世土木遺構について、その性格や時代を確認するため国・県の 

ご指導・ご助言をいただき、横浜市教育委員会と逗子市教育委員 

会のご協力を得て、県と共に（財）かながわ考古学財団に委託し 

て実施したものです。 

このたび、調査報告書が刊行されましたが、これをわかりやす 

く市民の皆様にご紹介するため本誌を発行いたしました。誌面の 

都合で各調査地区の代表的な調査箇所のみのご紹介となりました 

が、山稜部のいたるところに当時の人々の都市生活と一体となっ 

た遺構が残っていることがおわかりいただけると思います。また、 

当時の山稜部に吹き抜けた風を感じていただければ幸いです。 
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⑨本誌には平成12年度に実施した古都鎌倉を 

取り巻く山稜部の調査報告書の概要を掲載し 

ました。 

⑨編集は、鎌倉市教育委員会世界遺産登録推進 

担当が行いました。また、写真等は当委員会 

が保管しているものを使用しました。 

【表紙写真の説明】 

霊山山「仏法寺跡」付近の空撮（極楽寺地区） 

View from Sky of Buppouji Temple Site in Mt. Ryouzen-yama 
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調査結果の概要 

鎌倉は古くから一方が海に面し、三方を山稜に囲まれた要害の地と言われてきました。 

将軍を筆頭とした武士達は山稜部の内側の平地に都市を築きましたが、鎌倉と外界との接点は切通 

と呼ばれる山道だけでした。この切通は経済的・軍事的にも重要な地点であったため、周辺に切岸や 

平場・堀切を配する等、防衛性を考えた造りになっていると言われています。 

しかし、これらの遺構は、これまでに発掘調査が実施された経過はほとんどなく、遺構の構造・構 

築年代などの実体は不明のままでした。そこで、この防衛的遺構を中心とした山稜部の遺構の実体を 

解明することが必要とされ、発掘調査が計画されたのです。 

現地の調査は、平成12年6月1日から11月27 日まで行われ「極楽寺坂」「大仏坂」「化粧坂」 

「竃裕坂．巨福巌」「鷲峰i』．芙苔缶」「移米城・釈遍量首」「若越切蓮」「朝夷条切適」の8地区 

が設定されました。 

今回の調査により、旧鎌倉を取り巻く山稜部に残されている防衛的遺構群は、おおむね中世に構築 

されたものであることが明らかになりました。 

鎌倉幕府の草創期（12世紀末）まで遡るような遺構・遺物は確認できませんでしたが、年代が判 

別できるものの中では、「二弁科」 と呼ばれる大規模な科形をした遺構が13世紀に構築された可能性 

が明らかになったほか、14世紀から15世紀と考えられるものが多くありました。 

これらの防衛遺構が構築される契機としては、元弘の乱（1333）や南北朝の動乱（1334 ~ 1398) 

を考えることが出来ますが、13世紀の後半に遡るものがあることから、元冠(13世紀後半）による 

対外的な防衛意識の高まりに契機を求めることも可能と思われます。これらのことは、鎌倉時代末期 

の社会基盤の変化に伴う地域紛争の激化や、元戒後の戦法の変化等に対応しているのかもしれません。 

今回の調査では防衛的遺構ばかりでなく、茶毘堆をはじめとする葬送・祭記関連の遺構・遺物や 

若切場ゃ若塔製作珪等、鎌蒼若の生産に関わる遺構も多く発見されました。これらの遺構は仮粧坂や 

表張缶の周辺で多く発見されましたが、中世の都市鎌倉を取り巻く山稜部は防衛的な遺構ばかりでな 

く、都市の周縁部分として多義的な性格を有していたことが分かります。特に極楽寺坂地区の調査で 

は、地嶺に用いられたと推定される各わせ首のかわらけが2箇所で発見され、その年代が13世紀後 

半から14世紀と考えられるため、この頃になって山稜部に本格的な手を加え、切岸や平場を造成し 

ていると推定されるようになりました。尾根上の調査ではかわらけの細片が各地で発見されています 

が、これらはこうした造成工事の際の地鎮祭に関する遺物と考えられます。 

さらに特筆すべきことは、元弘の乱の勝敗を決定付けた 「稲村ケ崎攻防戦」 の舞台となった 

弘爵」の跡と考えられる遺構が確認されたことです。稲村ケ崎の萄i崩東の山腹に平場が存在し、 

建物跡や池の跡などが発見されています。ここからは鎌倉の湾を一望することができます。和賀江嶋 

や海上を監視する場所としての機能を持つと共に、極楽寺坂や稲村ケ崎口をおさえる要衝の地であっ 

たと推定されます。 

今回の調査を実施する中で、山稜部の遺構が思いの 

ほか良好に残されていたということが分かりました。 

薮を少しかき分けて歩いてみると、切岸、平場、堀切 

などが非常に良く残っています。これらの遺構群は、 

漫然と歩いていると見過ごしてしまいそうな、決して 

派手な遺構群ではありませんが、「武士の都」 に残され 

た貴重な遺産であり、しっかりと後世に伝えていく必 

要があると思います。 鎌倉遠景 Distant View of Kamakura 
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1 極楽寺坂地区 
Gokurakujizaka-Area 

極楽寺坂は七切通の中では唯一史跡に指定されていないので、指定に向けた資料を得るため、他の 

地区より多く33箇所のトレンチを設定しました。 

鳥場了呑の西側尾根の南先端部では、堀切を調査しました。堀切の底面には、北端に沿って幅30cm、 

深さ20cm の排水溝が掘られており、壁面の傾斜などから推測すると、上幅約10m、下幅約2m、 

中央部での深さ約6m の巨大な遺構であったと考えられます。出土遺物はなく、築造年代は不明です。 

極楽寺の北東部には地元で「一升桝」 と呼ばれる桝形遺構が存在します。桝形は人工的に造られた 

土手によって囲まれた方形の区画で、現在は山林になっていますが、基底部幅5 - 8m、高さ1.5 - 

2.8m の堂々たる」f塁を現在も見ることができます。土塁による囲『討Iの規模は、南北方向に36.5m、 

東西方向は南側が30m、北側が19m で、南側がやや広がる台形状となっています。桝形の南西隅が 

入口部と推定され、その部分だけ土塁が途切れ、その先には尾根道が延びています。この土塁に囲ま 

れた平場を調査（第6号トレンチ）したところ、2時期にわたって土塁を構築していることが確認され、 

出土遺物からその構築年代が13世紀後半まで遡ることが確認されました。桝形遺構の造営は、東国 

では14世紀に発生するとされる方形館堆と関連づけられて考えられていることから、この時代まで 

造営が遡ることは、考古学上の大きな発見でした。 

光則寺裏山の頂上部に設定した第16号トレンチからは、口を合わせて埋められたかわらけ皿が2 

箇所から見つかりました。かわらけの年代は13世紀後半～14世紀と考えられます。出土場所の立地 

から見て光則寺あるいは長谷寺に関わる地鎮の遺物と考えられます。 

成就院の背後の丘陵上には「五谷祷」 と呼ばれる桝形遺構の存在が古くから知られています。極楽 

寺切通の鎌倉側を見下ろす極めて重要な地点で、平場の東と北には土塁状の高まりがあり、ここの平 

場に第26号トレンチを十字に設定しました。北側で石塔が3点出土し、中央部からはかわらけが集 

中して出土しました。出土遺物から、土塁状の高まりのうち、いくつかは塚である可能性が高く、中 

第2号トレンチ 堀切 
Horikiri Moat in the 2nd Trench 

「一升桝」土塁 

Earthwork in Isshoumasu 

「五合桝」遠景 Distant View of Gongoumasu 
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霊山山の塚 
Earthen Mound in Mt. Ryouzen-yama 

仏法寺跡の敷石 
Paved Stone in Buppouji Temple Site 

仏法寺跡の柱穴列 Line of Postholes in Buppouji Temple Site 「一升桝」 Isshoumasu 

世後期の頃に墓地もしくは供養所となったものと推定されます。採集した五輪塔地輪には、「元弘三 

年 七月十三日」 と銘があり、かわらけも13世紀中葉まで遡ることから、もともと切通を警護する 

ために作られた五合桝が、鎌倉幕府が滅亡した元弘三年（1333）を機に、墓地もしくは供養所へと変 

化したとも考えられます。 

五合桝の南、霊山山の山頂では、大規模な塚が発見されました。直径8 --'9m、高さ約2. 5m で、 

出土遺物の年代は13世紀から16世紀までとさまざまですが、おそらく16世紀頃に、付近にあった 

石塔や骨蔵器などを集めて構築したものと考えられます。 

霊山山から南へ伸びる尾根の中程、急峻な東斜面の高所に「霊山寺跡」 あるいは「仏法寺跡」 と伝 

わる平場があります。ここの調査では山裾寄りに大型の凝灰岩切石を敷く基壇状の遺構のほか、方形 

の竪穴状遺構、溝、im間隔で並ぶ柱穴、掘立柱建物の柱穴・土坑などが見つかり、土坑の中には 

火葬骨片を多量に埋めたものが見られました。このほか、6mX9m の卵形をした池跡も発見されて 

います。これは、極楽寺の忍性と日蓮の雨降合戦にちなむ池であると伝えられています。出土遺物に 

はかわらけ皿・常滑幾・握ね鉢・瀬戸瓶子・釘・銭・近世陶磁器等があり、これら遺構群が中世に遡 

ると共に、極楽寺南側尾根一帯に広がる葬地のーつとして、近世までこの平場が用いられていたもの 

と考えられます。 

霊山寺は元弘三年（1333）の鎌倉攻めの主戦場となったところで、鎌倉防衛の最前線でした。この 

場所を確認できたことは、鎌倉時代末の鎌倉防衛がどのように考えられていたかを知る、大きな手掛 

かりを得たことになります。 
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I h 合例 から大仏を望む 
V1w 白0111 (1oiIgouni lsu to Daibutsu 

2 大仏坂地区 
Daibutuzaka-Area 

大仏切通から、佐助稲荷付近まで 

の山稜部を大仏坂地区とし、鎌倉旧 

市街の西面を南西から北東方向へ延 

びる丘陵上にトレンチを計14箇所 

設定しました。防衛遺構は、国指定 

史跡北条氏常盤亭跡や同大仏切通の 

周辺のほか、この丘陵の西面～北面 

にも構築されたであろうという予測 

から、14箇所のトレンチのうち第2, 

14号トレンチ以外は、すべて丘陵 

の西および北向きの斜面に設定して 

います。これらは、丘陵頂上部と尾 

根筋より一段下がった平場というよ 

うに比較的似たような地形を複数箇 

所調査し、その共通性を見出そうと 

したものです。 

尾根筋の北西方向、現在の仲ノ坂団地に面する斜面には数箇所断続的に平場がみとめられます。第 

3号トレンチはその中の一箇所に、斜面に向かって垂直に設定しました。現地表下1 -2mで平坦面 

が検出され、その直上より14世紀後葉のかわらけが3枚合わせ口で出土しました。かわらけは1枚 

が下に置かれ、 2枚がそれにかぶさる形で出土し、内部は中空で、遺存物はありませんでした。平坦 

面の上から出土していることから、山を造成して平場を造るにあたって行われた地鎮祭等に関わる遺 

物と考えられます。 

しかしながら、佐助稲荷社の裏山・桔梗山 

付近は近現代の地形的改変を大きく受け 

ています。とくに 「S 字状鞍部」 等は、 

太平洋戦争末期の陣地構築などによる近 

現代の造成によって造られた地形であり、 

中世まで遡る人為的な防衛施設と断言し 

うる遺構は乏しいものでした。 

S字状鞍部の平場 
Hira-ba Next to S-shaped Col 

第3号トレンチ 合わせ口かわらけ 
Biscuit Ware Small Dish with a Fitted Lid in the 3rd Trench 
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Kewaizaka-Area 

浄智寺谷の最奥部から源氏山公園にかけての山稜部を仮粧坂地区とし、調査を行いました。扇ガ谷 

と山ノ内・梶原をへだてる尾根上の道は現在ハイキングコースとなっており、この道沿いの山稜の西 

側および北側に重点を置き計9 箇所のトレンチを設定しました。 

扇ガ谷の最奥部、海蔵寺の裏手から瓜ケ谷方面へ抜ける鞍部には、丘陵を分断する 「大堀切」 と呼 

ばれる大規模な切通状の遺構と土手状の道（土橋状遺構）が存在します。土橋状遺構は道であり掘る 

ことが出来ないため、この大堀切の瓜ケ谷側で調査を行いました（第4 号トレンチ）。遺物は出土し 

ませんでしたが、人工的に造成された遺構であり、谷底に平坦面が存在することが確認されました。 

本地区では9箇所のトレンチ中3箇所（第3, 5, 6号トレンチ）で茶毘堆が発見されており、仮粧 

坂という境界域を特徴づけるものとなっています。出土遺物から、第3号トレンチの茶毘堆は14世 

紀後半～15世紀前半に比定でき、第6号トレンチでは14世紀後半のかわらけ皿の他に、火葬骨片と 

釘が出土しました。このことから、茶毘堆が存在する平場は14世紀前半代には存在しており、その 

後茶毘所に変化したと推定されています。付近には市指 

定史跡瓜ケ谷やぐら群をはじめいくつかのやぐら群が存 

在していることから、それらのやぐらとの関連も考えら 

れます。 

浄智寺の谷の最奥部平場に設定した第9号トレンチで 

は2時期の生活面を確認し、上位面は山裾の岩盤を削り 

平場面積を拡張していることがわかりました。平場の性 

格は不明ですが、おそらく浄智寺に関連した塔頭跡と考 

えられます。出土遺物には、14世紀後半～15世紀のか 

わらけ皿・国産陶器・舶載陶磁器・瓦・金属製品等があ 

ります。この時期には尾根の頂上部付近まで寺院の造営 

が行われていることが分かり、鎌倉の周囲をめぐる山の 

状況を示す重要な発見となりました。 

大堀切の調査 
Investigation of Large Horikiri Moat 

第6号トレンチ 茶毘堆 
Site of Crematory in the 6th Trench 
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浄智寺奥の造成跡 
Site of Development at the Back of Jouchiji Temple 



4 亀ケ谷坂・巨福呂坂地区 
Kamegayatuzaka ・ Kobukurozaka-Area 

山ノ内路の南側、浄智寺境内から鶴岡八幡宮境内の間に連なる山稜を亀ケ谷坂・巨福呂坂地区とし 

ました。山稜は亀ケ谷坂によって分断されており、この西側の亀ケ谷坂地区で13 箇所、東側の巨福呂 

坂地区で8箇所、計21箇所の調査を行いました。 

亀ケ谷坂地区の第2号トレンチでは、3時期の生活面を確認しました。最下面は谷中央部で発見さ 

れた遺構群で、一辺約1.8mの井戸と思われる方形土坑の他に、排水溝と石切り状の加工面をもつ岩 

盤がありました。中位面の谷中央部には炭層が広がり、礎石の可能性のある伊豆石が見つかりました。 

この炭層からは舶載陶磁器を含む多量の遺物が出土しました。上位面は地表下70 cmにあり、礎石が2 

箇所で検出され、青磁白磁の碗皿類・手培りなど日常用品の他に、天目碗・香炉・仏華瓶などが出土 

しました。遺物の様相からこの平場は寺院堆と推定され、宝鏡寺の跡と考えられます。なお、年代は 

15世紀中葉から後半に比定され、火災を受けていることが判りました。 

禅居院の裏手、山ノ内路を見下ろす山稜の尾根筋に沿って、延長約100 mにおよぶ堀割状の溝が存 

在します。この溝に直交して第15, 16, 17号トレンチを設定したところ、断面形が方形～逆台形を呈す 

る上幅1. Sm、基底部幅lm、深さ2mの堀割を検出しました。寺院の境界と山ノ内から扇ガ谷への 

通行を分断するための施設と考えられますが、底面が平坦になっており、深さが2mもあるため、こ 

こを通れば人目に付かずに移動が可能な通路として用いられた可能性もあります。構築時期は堀割横 

平場から常滑喪片が出土し、堀割覆土中層に宝永火山灰が含まれていることから、中世に遡るものと 

考えられます。 

円応寺の東側、巨福呂坂随道の脇には二段になった切岸が存在します。ここにトレンチを設定した 

ところ、15世紀段階には、現在尾根道になっている下に、岩盤を削平した平場が存在したことがわか 

りました。この場所は巨福呂坂の山ノ内側であることから、旧巨福呂坂の遺構かと推定されています。 

禅居院奥の堀割 
Canal at the Back of Zenkyoin Temple 

祖りJI院奥の堀割 
Canal at the Back of Zenkyoin Temple 

宝鏡寺跡 
Site of Houkyouji Temple 

宝鏡寺跡の火災堆 
Site of Fire in Site of 
Houkyouji Temple 

旧巨福呂坂上の調査区 
Investigation Area above Old Kobukuro-zaka 

-7-



5 鷲峰山・天台山地区 
Jubusen ・ Tendaisan-Area 

鎌倉旧市街地の北方～北東方に広がる山稜の一帯を 

鷲峰山・天台山地区として調査を行いました。ここでは他地 

区で顕著に見られた尾根や鞍部を分断する堀切などはほとん 

ど存在せず、岩盤が露出する切岸状の遺構も瑞泉寺の旧境内 

以外あまり見られません。しかし、天台山周辺は近代まで石 

切が行われていた様子が認められ、やぐら群も存在します。 

鷲峰山周辺はすでに史跡指定されているため、 トレンチは、 

天台山を中心にやぐらや近代の石切場を避け、天園ハイキングコースに沿って6箇所設定しました。 

天台山山頂部の平場に設定した第4 号トレンチでは、明確な遺構は認められませんでしたが、かわ 

らけが数点まとまって出土しました。復元された3点は、いずれもロクロ成形の小型のもので、13 

世紀後半のものと考えられます。山頂での祭記もしくは付近に存在するやぐら等の葬送行為に伴う遺 

物と推測されます。 

天台山山頂から約65 m東方には「貝吹地蔵」 と呼ばれる石像があり、ちょうどその真上に小規模 

な堀切状の落ち込みがあります。これに直交して第5 号トレンチを設定しました。岩盤上でも堀切状 

の落ち込みは確認でき、トレンチ北西側の岩盤は平坦で人為的な造成が行われていました。 

貝吹地蔵の上方から南東～南側に伸びる尾根には、階段状の地形が見られます。この段々に第6 号 

トレンチとして3 箇所設定しました。2段目のトレンチでは溝や30cmほどの深さで方形を基調に削ら 

れている石切痕が検出され、層塔の未製品と思われる凝灰岩塊が出土しました。トレンチ外にも切り 

出された凝灰岩塊が散乱していることを考え合わせると、この石切痕は石塔を切り出した痕跡と考え 

ることができ、この周辺は石塔製作堆と推定されます。鎌 

倉では、中世まで遡る石塔製作堆は今回が初めての発見 

です。都市周縁に存在する種々の産業のうち、鎌倉石の 

切出しや加工は鎌倉独自の産業であり、鎌倉文化の特徴 

を表す遺構として注目されます。 

層塔の未製品 
Incomplete Object of Multi-storied 
Stone Stupa 

貝吹地蔵上の平場 
Hira-ba above Kaibuki-jizou Statue 

貝吹地蔵脇の切通道 
Kiridoshi Street beside Kaibuki-jizou Statue 
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第6号トレンチ 石切痕 
Quarry in the 6th Trench 



6 杉本城・釈迦堂口地区 
Sugimotoio ・ Shakadouguti-Area 

鎌倉地区の中央を流れる滑川中流域の交通の要衝にあたる杉本寺は、南北朝の動乱に際し杉本城が 

構えられた所で、その南には名越・材木座方面へ抜ける釈迦堂口があります。このため杉本寺周辺に 

6箇所、釈迦堂口周辺に6箇所の調査を行いました。 

杉本寺の北東、尾根の頂部に挟まれた鞍部平場に第2 号トレンチを設定し、3時期の生活面を確認 

しました。第二面では、火災を受けた人頭大の河原石を据えた建物礎石や、岩盤面を削平して溝と柱 

穴を掘っている様子が見つかりました。第三面では、柱穴や矩形に掘られた竪穴状の土坑、喪を据え 

たようなすり鉢形の土坑が見つかっています。出土遺物には、13世紀後半～15世紀後半までのかわ 

らけ皿・国産陶器・舶載陶磁器・瓦・石製品・金属製品などがあり、第二面は14世紀後半に比定で 

きます。この地点は浄妙寺境内絵図に見える塔頭「五昨庵」跡と推定され、仮粧坂地区第9 号トレン 

チ同様、禅宗寺院が尾根の頂部まで開発を行っている様子がわかりました。 

第3,4号トレンチは稲葉越の最奥部尾根筋にある堀切に設定しました。両者とも東西方向の尾根を 

分断すると同時に、二階堂と浄明寺の切通状の交通路としても機能していたものと考えられ、杉本城 

が二階堂大路・六浦道・稲葉越の三つの道に囲まれた交通の要衝に構えられたことがわかりました。 

第9号トレンチは、釈迦堂口の性格を確認するために設定しました。釈迦堂口東側の北へ延びる尾 

根の付け根に位置する堀切の調査です。付近は両側が切岸になった帯状の尾根で、まさに城壁に築か 

れた門のような場所です。調査の結果、堀の幅2m、深さは3m に達しました。出土遺物がなく遺構 

の年代は明らかではありませんが、堀切底部から側面にかけては柱を据え付けたような方形基調の掘 

り込みが確認され、その横には直径30cm、奥行き19cm の穴が穿たれており、門を持つ木戸の存在 

が推定されました。これは堀切で丘陵を分断すると同時に谷から谷への通行を防ぐための施設と考え 

られます。門の位置から、木戸によって西（釈迦堂口）から東（犬懸ケ谷）への通行を止める意図が 

強くうかがえます。今回の調査全体で18箇所の堀切を調査しましたが、このような明瞭な施設の痕 

跡が発見されたのは、ここだけでした。 

第10号トレンチは、第9号トレンチから140m ほど北の「釈迦堂東やぐら群」 の最奥部にあたる 

平場にT字形に設定しまた。この平場を囲む三方の崖に上下3段以上のやぐらが開口しています。 ト 

レンチ中央部やや西寄りには岩盤を長方形に掘り込み、その上部に切石を並べた遺構が発見されまし 

た。黒色土の中に多量の火葬骨が含まれており、茶毘堆と推定されます。平場の西寄りの茶毘堆と対 

応する位置には、鎌倉石が敷き並べられていました。平場の中央部には、径30 '-' 40cm、深さ20 - 

30cm ほどのピットが数箇所発見されました。規則的な並びは認められないため、茶毘もしくはそれ 

に類する遺構と推定されます。やぐらの前面からは石造塔が密集して出土しました。形態的に多くは 

室町期のものですが、一部鎌倉期と推定されるものもありました。崩落などで元から平場にあったも 

のと、上部のやぐらから転落したものが混ざり合ったものと考えられます0 この他14世紀後半代を 

主体としたかわらけ、常滑喪破片などが出土しました。石塔とこれら遺物の年代観をあわせると、こ 

のやぐら群の造営は鎌倉期に始まり、14 ~ 15世紀を通して営まれたと考えられます。その後、石切 

等で破壊されることなく、現在見られるような大規模なやぐら群の景観を残すに至ったのでしょう。 

衣張山山頂の平場に設定した第14,15号トレンチでは、中世の茶毘堆が検出されました。鎌倉旧市 

街を囲む丘陵の最高地点で茶毘が行われていたことは、中世都市鎌倉の周縁部が持つ宗教性をよく表 

していると想像できます。 
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第10 号トレンチ やぐら・茶毘堆 

Site of Yagura Crematory in the 10th Trench 

衣張山山頂の茶毘堆 
Site of Crematory on the Top of Mt. Kinubari-yama 

第10号トレンチ やぐら 
Yagura in the 10th Trench 

五昨庵跡の平場 
Hira-ba in Site of Gobouan Temple 

釈迦堂口の堀切（門跡） 
Horikiri Moat in Shakadou-guchi (Site of Gate) 

稲葉越の堀切 
Horikiri Moat in Inabagoe Street 
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名越切通地区 
Nagoekiridoshi-Area 

名越切通の鎌倉市側、大切岸の内側を中心に9箇所のトレンチを調査しました。このうち一箇所、 

第6号トレンチのみ逗子市域での調査です。 

第1号トレンチは比較的大きな平場に設定し、削平岩盤面に土坑群と小ピットを発見しました。ま 

た、第2号トレンチでは尾根上に連続する小規模な平場に茶毘堆と土坑を発見し、茶毘堆のある平場 

が明瞭な削平面であることがわかりました。出土遺物には、かわらけ皿・常滑・青磁・火葬骨・五輪 

塔などがあります。 

第6号トレンチは国指定史跡「名越切通」の現在通行止めになっている逗子市側の切通に設定しま 

した。ここでは、およそ4 時期の道路面が確認されました。道路面は切通の崖面から崩落した泥碧塊が 

踏み固められたものです。最も上の道路面は、現在の道路面の15 - 20cm 程下にあり、両側に排水 

溝を伴っていたようです。この時の道路幅は約3.4mで、排水溝は3時期目以降に掘られたようで、 

それ以前にはありません。最も下の道路面は岩盤を直接掘りくぼめたものでした。この時の道路幅は 

約2m、道路中央での切通の高さは8.2m前後と推定できます。岩盤直上に堆積する土層から、中世 

～近世の遺物が出土し、最下道路面が近世に使われていたことがわかりました。 

切通道の調査 

Investigation of Kiridoshi Street 
切通の道路跡 
Site of Street in Kiridoshi 

第2号トレンチ 茶毘堆 
Site of Crematory in the 2nd Trench 

第1号トレンチ 土坑 
Earthen Pit in the 1st Trench 



8 朝夷奈切通地区 
AsainakiridOshi-Area 

朝夷奈切通は鎌倉と六浦をつなぐため 

に開削された道です。トレンチは鎌倉市側 

で2箇所、横浜市側で10箇所設定しまし 

た。 

第10号トレンチは朝夷奈切通のなかで 

「大切通」と呼ばれる北側崖面の真上にあ 

る平場に設定しました。現地表から20cm 

下で泥岩塊を敷きつめた面に達し、さら 

に下でローム層に達します。敷かれた範囲 

はトレンチの切通側の半分ほどで、切通 

掘削に伴って発生した泥岩塊を敷き詰め、 

大切通 
Large Kiridosh i 

切通頂上に平場を造成したものと推定されます。出土遺物はなく、造成の時期は不明です。 

第11号トレンチでは削平岩盤面と浅い溝が見つかりました。溝は後世に掘られたものと考えられま 

すが、かわらけ皿の微細な破片が出土したことから、平場の造成時期は中世に遡る可能性があります。 

第12号トレンチでは、かわらけ片が少量出土しましたが、明瞭な遺構は見られませんでした。 

第1- 9号トレンチでは、高速道路建設時や植林による大規模な地形改良等が行われ、明確な遺構は 

確認されませんでした。鎌倉周辺の植林 

棚は、近世における六浦の塩田開発によ 

り、その燃料供給のために急激に開かれ 

たとの説があります。朝夷奈切通を挟ん 

だ横浜市金沢区朝比奈町は、昭和初期ま 

では鎌倉町峠村で、区内にある鼻欠地蔵 

までが鎌倉の内でした。 

この地域に平場や堀等の防衛的といわ 

れる遺構が少ないのは朝夷奈切通が鎌倉 

の内にある切通であり、都市開発の状況 

が他の地域と異なっていたことと共に、 

経済的な側面が軍事的なそれよりも大き 

かったためなのかもしれません。 

第10号トレンチ 大切通上の平場 
The 10th Trench in Hira-ba above Large Kiridoshi 

第11号トレンチ 平場 
The 11th Trench in Hira-ba 

I 

I 
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